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番号 所轄署 災害発生日 業種 年齢 性別 被災程度 災害発生状況

1 那覇
（南部） ６ 月初旬 運送業 20代 男 ６日

倉庫構内で、コンテナから荷物を取り出す作業中、顔色が悪く問いかけに
対しての応答も弱かったため救急車を手配し病院に搬送したところ熱中症
と診断された。

2 那覇
（南部） ６ 月中旬 運送業 50代 女 14 日 構内作業中に体調を崩し救急搬送したところ、熱中症と診断された。

3 沖縄
（中部） ６ 月中旬 その他 40代 男 ８日 調理師としてキッチンで業務に従事。キッチン内の温度が高く、熱中症を

訴え、勤務終了後に病院を受診した。

4 沖縄
（中部） ６ 月中旬 運送業 70代 男 ９日

倉庫隣の屋外で、引っ越し貨物を入れる木箱作成の作業中、フラフラした
状態で歩いていたことから帰宅を指示。翌日まで自宅療養するも体調が回
復しなかったため病院を受診した。

5 沖縄
（中部） 6 月中旬 商業 60代 男 ６日 午前中にヤード内の草刈り作業に従事。昼に体調不良を訴え帰宅。翌日も

体調不良が続いたため、病院を受診したところ熱中症と診断された。

6 那覇
（南部） 7 月初旬 運送業 30代 男 10 日 引っ越し作業中に足と腕が痙攣し動けなくなったため救急搬送し、熱中症

と診断された。

7 那覇
（南部） 7 月中旬 建設業 30代 男 ７日 外壁サイン設置工事作業中、体のだるさを申し立てたことから、救急車で

緊急搬送したもの。

8 那覇
（南部） 7 月下旬 商業 70代 男 12 日 屋外ヤードで足場架設に使用する木材の整備作業をしている際、指がつり、

次第に体全体がつり始めたため、病院を受診し、熱中症と診断された。

9 那覇
（南部） 7 月下旬 建設業 30代 男 ７日 コンクリート打設後に墨出し作業を行っていたところ、体調不良を訴えた

ため病院に搬送、熱中症と診断された。

10 沖縄
（中部） 8 月初旬 建設業 40代 男 2か月

建設現場にて配筋作業を行い、その日の作業終了後、休憩所で帰宅準備を
していたところ、体が痙攣し、意識を失った。救急車で病院に搬送し、熱
中症と診断された。

11 名護
（北部） 8 月中旬 クリーニング業 70代 男 ５日 工場内でアイロンによる仕上げ作業中に倦怠感を感じ、気分が悪くなった。

12 八重山 8 月中旬 商業 20代 女 ４日
屋外で事故車の整備作業をしていた。日差しが強い状況の中での作業とな
り頭痛がしてフラフラしたことから救急車で搬送した。病院で熱中症と診
断された。




